
(1） 第170 号 広 報 あ か い け 昭和52年3月1日 

発行所 赤池町役場 編集 総務課文書広報係 容（代表）2004 

印刷所 赤 池 印 刷 

（第1回子供会自作“タコあげ，，大会より） 

突然の春日よりに、寒さなんか忘れて 

子供たちは“タコあげ，，に楽しそう 

もう春は、すぐそこまで ．ノ 

町 の 人 口 

(52年1月末日現在） 

人 口 9,233人 （減6 ) 

男 

女 4,822人 （減5) 

世帯数 2,878世帯（増3 ) 

出生 6 人 

死亡 n 人 

転入 32人 

転出 33人 

( ）内は前月との増減 

和名 弥生（やよい） 

風も雨も日ましにあたたかく、草木 

が弥ましに生いしげる月という意 

1 日（火） 全国緑化運動 

3 日（木） ひな祭リ、耳の日 

6 日（日） 啓塾、皇后陛下誕生日 

7 日（月） 1削坊記念日 

8 日（火） 国際婦人デ＝ 

13日（日） 大相撲春場所始まる 

春季全国火災予防運動 

(13日まで） 

15日（火） 中剃交卒業式 

町県民税申告／切 

所得税確定申告メ切 

17日（木） 心配ごと相談日 

0日第二公民館） 

18日（金） 上野小学校卒業式 

彼岸入リ 

19日（土） 市場小学校卒業式 

20日（日） 家庭の日 

21日（月） 春分の日 

23日（水） 世界気象デ＝ 

24日（木） 彼岸明け 

25日（金） 四保育所卒園式 

電気記念日 

ン登リ坂あれば 

下リ坂ありぐ 
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第170号 

「
四
月
よ
り
実
施
」
地
籍
調
査
ノ
 

ク
市
場
地
区
の
残
り
ク
 

と
ク
赤
池
地
区
の
一
部
ク
 

昭
和
五
十
年
度
よ
り
実
施
の
地
籍
調
 

査
は
、
五
十
年
度
で
草
場
及
び
市
津
地
 

区
一
・
〇
六
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
を
既
 

に
調
査
を
終
え
、
五
十
】
年
度
で
残
り
 

の
市
場
地
区
を
調
査
の
予
定
で
し
た
が
、
 

町
予
算
の
関
係
上
、
五
十
一
年
度
は
、
 

や
む
な
く
調
査
キ
品
ー
止
し
ま
し
た
。
し
 

か
し
五
十
二
年
度
で
、
い
よ
い
よ
残
り
 

の
市
場
地
区
と
赤
池
地
区
の
一
部
二
・
 

f
一
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
を
調
査
す
る
 

こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
 

実
施
地
域
名
及
び
筆
数
並
び
に
面
積
 

は
次
の
と
お
り
で
す
。
 

▽
大
字
市
場
地
区
 

筆
数
 

一
、
二
五
二
筆
 

台
帳
面
積
 

一
・
〇
四
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
 

実
測
面
積
 

一
・
六
六
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
 

●
字
名
 
猿
田
、
申
田
、
猿
畑
、
申
 

畑
、
飛
越
、
中
尾
、
蓮
ケ
池
、
東
園
、
 

入
江
の
一
部
、
宗
ノ
辻
、
宮
ノ
前
、
八
 

幡
免
、
山
ノ
ロ
、
上
蔵
志
、
下
蔵
志
、
 

塚
本
、
宮
ノ
脇
、
水
洗
、
堀
切
、
嶋
ノ
 

下
、
島
ノ
上
、
牛
鳴
徳
、
松
本
、
藤
ノ
 

木
、
長
浦
、
井
ノ
浦
、
伏
原
、
コ
タ
ノ
 

木
、
飛
石
、
吉
ケ
浦
、
吉
ノ
浦
 

▽
大
字
赤
池
地
区
 

筆
数
 
七
六
二
筆
 

台
帳
面
積
 

〇
・
五
七
平
方
ギ
ロ
メ
ー
ト
ル
 

実
測
面
積
 

〇
・
五
七
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
 

●
字
名
 
岩
屋
面
の
一
部
、
板
屋
の
 

一
部
、
大
坪
の
一
部
、
ヤ
ケ
シ
、
二
反
 

ケ
浦
、
生
力
、
瀬
ケ
谷
、
小
藤
の
一
部
 

※
 
事
業
計
画
は
次
の
と
お
り
 

o
地
元
関
係
者
の
説
明
会
及
び
推
進
委
 

員
の
選
出
 

昭
和
五
十
二
年
三
月
中
旬
よ
り
 

o
地
籍
調
査
図
素
図
及
び
調
査
図
一
覧
 

図
作
成
 

昭
和
五
十
二
年
三
月
下
旬
よ
り
 

o
地
籍
調
査
票
の
作
成
 

昭
和
五
＋
二
年
三
月
下
旬
よ
り
 

o
市
町
村
界
及
び
大
字
界
の
決
定
 

昭
和
五
十
二
年
四
月
中
旬
よ
り
 

〇
一
筆
地
調
査
 

昭
和
五
十
二
年
四
月
下
旬
ー
十
月
中
 

旬
ま
で
 

o
地
区
刈
り
あ
け
作
業
 

昭
和
五
十
二
年
六
月
上
旬
ー
＋
一
月
 

中
旬
ま
で
 

o
多
角
点
及
び
三
角
点
設
置
作
業
 

昭
和
五
十
二
年
八
月
上
旬
ー
九
月
上
 

旬
ま
で
 

o

一
筆
地
平
板
測
量
 

昭
和
五
十
二
年
八
月
下
旬
ー
＋
二
月
 

上
旬
ま
で
 

o
調
査
表
及
び
調
査
図
表
図
の
整
理
点
 

検
 

昭
和
五
十
二
年
十
月
下
旬
ー
十
二
月
 

上
旬
ま
で
 

o
仮
閲
覧
 

昭
和
五
十
二
年
十
二
月
上
句
よ
り
 

O
イ
ン
キ
ン
グ
 

昭
和
五
十
三
年
一
月
中
旬
ー
昭
和
五
 

十
三
年
ニ
月
下
旬
ま
で
 

*
 

*
 

*
 

*
 

*
 

ー
ク
学
年
末
の
少
年
非
行
 

*
 

を
防
止
し
ょ
う
ク
 

学
年
末
（
三
月
）
は
、
児
童
・
生
徒
 

に
と
っ
て
進
級
、
進
学
、
就
職
な
ど
、
 

そ
の
将
来
を
決
定
す
る
重
要
な
時
期
で
 

す
。
し
か
し
、
入
試
、
就
職
な
ど
の
合
 

否
、
学
校
生
活
か
ら
の
誤
っ
た
解
放
感
 

な
ど
か
ら
心
の
動
揺
を
き
た
し
、
例
年
 

、
！
ノ
 

、

、

《

 

〕
 

、『 

，
ノ
／
 

/'J 

ン
 

次
の
よ
う
な
事
案
が
多
発
し
て
い
る
。
 

〇
卒
業
生
と
在
校
生
と
の
暴
力
事
案
 

o
進
学
生
と
就
職
組
と
の
暴
力
事
案
 

o
学
校
間
の
対
立
抗
争
事
案
 

o
教
師
に
対
す
る
暴
力
事
案
 

o
万
引
き
又
は
自
転
車
、
ォ
ー
ト
バ
イ
、
 

昭和52年3月1日 け 、、 カ、 あ
 

報
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（赤池町過去10年間） 

刃

・

 

/

 

、
 

H
累
積
交
通
事
故
件
数
n
 

思
わ
ぬ
油
断
 

大
き
な
 

事
故
へ
 

こ
の
数
字
は
赤
池
町
内
に
お
い
て
、
 

昭
和
四
十
一
年
か
ら
昭
和
五
十
年
ま
で
 

の
十
年
間
に
発
生
し
た
累
積
交
通
事
故
 

の
内
容
別
数
字
で
す
。
 

3
3
9
は
交
通
事
故
発
生
件
数
で
あ
 

リ
、
2
1
は
交
通
事
故
に
よ
る
死
亡
者
 

数
、
そ
し
て
4
9
0
は
交
通
事
故
傷
者
 

数
で
す
。
 

こ
の
よ
う
に
町
内
で
も
、
こ
の
十
年
 

間
に
、
交
通
事
故
の
為
に
何
よ
り
も
貴
 

重
な
尊
い
人
命
を
失
い
、
身
体
に
傷
害
 

を
負
っ
た
人
が
多
く
発
生
し
て
い
ま
す
。
 

ま
た
、
町
内
に
お
い
て
、
十
年
間
に
 

発
生
し
た
交
通
事
故
の
人
的
、
物
的
損
 

害
賠
償
金
額
を
累
積
す
る
と
、
町
内
全
 

世
帯
の
カ
ラ
ー
テ
レ
ビ
所
有
台
数
の
総
 

金
額
程
度
に
な
る
と
推
測
さ
れ
ま
す
。
 

そ
し
て
、
こ
の
膨
大
な
損
失
を
生
じ
 

る
交
通
事
故
発
生
原
因
に
つ
い
て
は
、
 

ア
 

と
び
出
し
に
 

気
を
つ
け
 

乙しよう 

運
転
者
は
ス
ピ
ー
ド
違
反
、
無
理
な
追
 

越
し
、
飲
酒
運
転
等
で
あ
り
、
歩
行
者
 

は
道
路
へ
の
急
な
横
断
、
飛
び
出
し
等
 

で
す
。
 

こ
の
よ
う
な
事
故
原
因
か
ら
、
住
民
 

の
皆
さ
ん
、
運
転
者
も
歩
行
者
も
交
通
 

規
則
を
遵
守
し
、
お
互
い
に
注
意
し
て
 

交
通
事
故
防
止
を
推
進
し
ま
し
ょ
う
。
 

一

 

保
健
所
だ
よ
り
 

健
康
の
三
本
柱
 

健
康
に
つ
い
て
 
②
 

一
一
、
運
 

動
 

健
康
を
維
持
し
て
い
く
た
め
に
は
、
 

可年金だより 

「
保
険
料
掛
金
 

の
引
き
上
げ
ク
」
 

国
民
年
金
の
保
険
料
掛
金
が
、
別
表
 

の
と
お
り
今
年
の
四
月
分
か
ら
改
め
ら
 

れ
ま
す
。
 

国
民
年
金
は
、
給
付
費
の
三
分
の
一
 

非

行

は

親

の

 

無

関

心

か

ら

 

自
動
車
盗
 

o
シ
ン
ナ
ー
、
ニ
ス
、
ボ
ン
ド
な
ど
の
 

乱
用
 

o
家
出
、
飲
酒
、
喫
煙
、
不
純
異
性
交
 

遊
、
怠
学
 

o
危
険
な
遊
び
な
ど
に
よ
る
事
故
 

こ
の
よ
う
な
非
行
や
事
故
を
防
止
す
 

る
た
め
、
次
の
こ
と
を
呼
び
か
け
る
。
 

一
、
家
庭
に
対
し
て
 

o
し
つ
け
み
首
切
に
つ
け
さ
せ
る
と
と
も
 

に
、
社
会
の
き
ま
り
を
教
え
て
お
く
。
 

戸
切
 

巨ずぐ 現 行 改 正 

制
金
 

強
年
 

1,400円 2,200円 

附加年金 

（希望者） 
L800円 2,600円 

o
服
装
、
態
度
、
交
友
関
係
な
ど
を
健
 

全
な
も
の
に
導
く
。
 

〇
将
来
へ
の
抱
負
と
希
望
を
も
た
せ
、
 

そ
れ
に
向
か
っ
て
努
力
さ
せ
る
。
 

o
進
学
や
就
職
に
失
敗
し
て
も
、
温
か
 

い
思
い
や
り
で
不
安
や
動
揺
を
取
り
 

除
い
て
や
る
。
 

一
一
、
学
校
に
対
し
て
 

o
便
所
、
体
育
館
の
裏
、
ク
ラ
ブ
の
部
 

屋
な
ど
で
ポ
ル
ノ
雑
誌
類
を
読
み
ふ
 

け
り
、
あ
る
い
は
シ
ン
ナ
ー
な
ど
乱
 

用
、
喫
煙
を
し
て
い
る
。
 

o
集
団
を
組
み
、
学
校
内
外
を
ね
り
歩
 

い
て
い
る
。
 

o
用
も
な
い
の
に
ス
ー
パ
ー
、
商
店
街
 

な
ど
を
う
ろ
つ
い
て
い
る
。
 

o
教
室
で
新
品
の
カ
セ
ッ
ト
ラ
ジ
オ
、
 

衣
類
、
ス
ポ
ー
ツ
用
品
な
ど
を
売
買
、
 

交
換
し
て
い
る
。
 

o
教
師
に
こ
と
さ
ら
反
抗
す
る
。
 

三
、
地
域
住
民
に
対
し
て
 

o
怠
学
少
年
グ
ル
ー
プ
や
家
出
少
年
と
 

思
わ
れ
る
者
が
近
所
を
う
ろ
つ
い
て
 

い
る
。
 

0
木
刀
や
バ
ッ
ト
な
ど
を
所
持
し
た
多
 

数
の
児
童
・
生
徒
が
神
社
の
境
内
や
 

公
園
に
集
ま
っ
て
騒
い
で
い
る
。
 

o
シ
ン
ナ
ー
の
乱
用
、
不
純
異
性
交
遊
 

な
ど
の
少
年
が
い
る
。
 

こ
の
よ
う
な
児
童
―
・
生
徒
を
発
見
し
 

た
と
き
は
警
察
署
の
少
年
係
、
派
出
所
 

（
駐
在
所
）
、
補
導
員
、
少
年
相
談
セ
 

ン
タ
ー
な
ど
に
連
絡
な
り
相
談
す
る
よ
 

う
に
し
て
非
行
や
事
故
を
事
前
に
防
止
 

し
ま
し
ょ
、
つ
。
 

の
 

を
国
が
負
担
し
て
い
ま
す
が
、
昨
年
十
 

月
か
ら
老
令
年
金
を
始
め
と
し
て
、
各
 

種
年
金
の
額
が
大
幅
に
引
き
上
げ
ら
れ
 

た
こ
と
も
あ
っ
て
、
か
な
り
の
保
険
料
 

引
き
上
げ
が
必
要
と
な
り
ま
し
た
。
 

し
か
し
、
皆
さ
ん
の
負
担
が
急
に
増
 

え
る
こ
と
を
避
け
る
た
め
、
今
後
も
毎
・
 

年
、
段
階
的
に
引
き
上
げ
る
こ
と
に
し
 

て
い
ま
す
。
 

国
民
年
金
制
度
を
よ
り
よ
く
す
る
た
 

め
、
保
険
料
の
納
付
に
ご
協
力
下
さ
い
。
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F
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多
多
多
多
多
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多
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多
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多
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多
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適
当
な
運
動
が
必
要
で
す
。
 

現
代
人
は
交
通
利
器
に
足
を
と
ら
れ
 

て
、
歩
行
の
機
会
が
減
少
し
、
ま
た
テ
 

レ
ビ
、
ラ
ジ
オ
の
視
聴
機
器
に
多
く
の
 

時
間
を
奪
わ
れ
て
、
運
動
す
る
時
間
を
 

失
っ
て
い
ま
す
。
 

運
動
は
、
必
ず
し
も
野
外
で
走
り
回
 

ふ
と
い
う
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
室
 

内
で
も
、
床
の
上
で
も
、
部
屋
の
一
隅
 

で
も
や
れ
る
も
の
で
す
。
 

①
、
男
性
は
動
的
瞬
発
カ
が
強
く
、
女
 

性
は
静
的
負
荷
運
動
に
耐
え
る
能
力
 

が
あ
る
。
 

⑥
、
幼
若
者
の
運
動
は
、
循
環
器
系
が
 

負
担
に
耐
え
な
い
の
で
、
遊
び
の
程
 

度
で
す
ま
す
。
 

〇
、
老
人
は
軽
度
の
持
久
運
動
能
力
が
 

高
令
ま
で
保
持
さ
れ
ま
す
の
で
、
軽
 

い
運
動
が
適
当
。
 

〇、 

一
日
に
五
ー
十
分
間
の
強
い
運
動
 

を
し
て
、
は
じ
め
て
老
化
を
防
ぐ
こ
 

と
が
で
き
る
。
 

ー
運
動
量
に
つ
い
て
ー
 

①
、
運
動
係
数
（
運
動
時
間
一
分
間
の
 

点
数
と
し
て
決
め
た
も
の
）
 

●
散
歩
2
点
 
ラ
ジ
ォ
体
操
3
点
 

●
急
歩
4
点
、
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
3
点
 

●
軽
走
9
点
、
ボ
ー
リ
ン
グ
2
点
 

●
速
走
 13 

点
、
テ
ニ
ス
7
点
 

●
サ
イ
ク
リ
ン
グ
4
点
、
ピ
ン
ポ
ン
 

5
占」 

●
ゴ
ル
フ
練
習
1
 

5
点
、
バ
ド
ミ
 

ン
ト
ン
5
点
 

●
な
わ
と
び
9
点
、
野
球
5
点
 

⑥
、
健
康
度
 

●
健
康
度
A
】
健
康
感
に
溢
れ
て
、
 

平
常
活
動
的
な
仕
事
を
し
て
い
る
 

者。 

●
健
康
度
B
廿
少
し
異
常
が
あ
る
が
、
 

治
療
を
要
せ
ず
に
仕
事
を
し
て
い
 

る
者
。
 

●
健
康
度
c
n
体
調
が
悪
く
、
毎
日
 

ほ
と
ん
ど
運
動
し
て
い
な
い
者
（
 

病
人
）
 

〇
、
運
動
量
の
決
定
 

各
自
の
健
康
度
に
応
じ
て
運
動
時
 

間
を
決
め
る
。
例
え
ば
、
健
康
度
A
 

の
者
は
、
初
日
は
三
百
点
と
す
る
と
 

し
て
ピ
ン
ポ
ン
で
は
六
十
分
す
れ
ば
 

よ
い
。
健
康
度
c
の
者
は
、
五
ケ
月
 

間
運
動
訓
練
す
れ
ば
、
健
康
度
B
程
 

度
に
な
る
。
 

※ 
進康度 A 健康度 B 社lB 窪 C 

I 日 斌 m
量 

1 II t 叫
量
 

I SI 故 喰！田 
ii 

"
 

"
 

"
 

.pj 

I 50-400 

300--SOS 

300ー‘0り 

I

-

C

O

O

 

I .5570 

1 .800 

100-150 

130-200 

150-250 

200-300 

230-470 

500 

800 

1.000 

1.200 

1.400 

50- 80 

『 

100-15り 

ISO-ISO 

I70 -340 

30 

"
 

"
 

"
 

"
 

6~
 
9~
 
~~
 

※
運
動
は
血
液
の
循
環
を
よ
く
し
、
 

新
陳
代
謝
を
盛
ん
に
し
老
化
を
防
ぐ
 

の
で
、
是
非
実
行
し
て
ほ
し
い
も
の
 

で
す
。
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(5） 第170号 広 報 あ か い け 昭和52年3月1日 

I 

茶の間におとどけ 

する県政の話題 

日曜日は 

◇県政サロン 「RKB テ 

レビ」 

(8 :15-8 : 30) 

◇サンデーふくおか「T 
NC テレピ」 

(14 : 25-14 : 30) 

◇おはよう福岡県「R K 

B ラジオ」 

(7 : 40-7 : 55) 

月～金曜日は 

◇こんにちは福岡県です 

rFBs テレビ」 

(15 :55-16 : 00) 

◇お買物情報rRKBテ 

レビ」 

(11 : 43-11 : 44) 

(14 :47-14:51) 

◇奥さまお買物情報です 

「KBC テレビ」 

(13 : 55-14 : 00) 

月・木曜日は 

◇県庁だよリ 「FM福 

岡」 
(9 : 55-10:00) 

水曜日は 

◇あなたと福岡県「KB 

C テレビ」 

(11 : 35-11 : 40) 

「火災は人災・防ぐはあなたノ」 

＝春季全国火災予防運動＝ 

2月28日～3月13日まで 

赤
池
町
ク
三
位
4

入
賞
 

「
第
ニ
回
田
川
郡
町
村
囲
碁
大
会
」
 

去
る
二
月
六
日
に
赤
村
福
祉
会
館
で
 

行
な
わ
れ
た
、
第
二
回
田
川
郡
町
村
囲
 

碁
大
会
で
赤
池
町
チ
ー
ム
は
三
位
に
入
 

賞
し
、
個
人
の
部
で
も
三
位
に
入
賞
し
 

ま
し
た
。
 

ま
ず
、
参
加
九
チ
ー
ム
を
A
リ
ー
グ
 

五
、
B
リ
ー
グ
四
と
し
、
各
リ
ー
グ
ー
 

位
で
一
・
二
位
決
定
戦
、
各
リ
ー
グ
ー
ー
 

位
で
三
・
四
位
決
定
戦
が
行
な
わ
れ
た
。
 

抽
選
の
結
果
、
赤
池
町
は
A
リ
ー
グ
 

と
決
ま
り
初
戦
は
今
回
優
勝
チ
ー
ム
の
 

川
崎
町
と
対
戦
一
勝
四
敗
と
苦
戦
を
強
 

い
ら
れ
、
次
戦
へ
の
蚕
女
を
残
し
た
が
、
 

続
く
糸
田
町
に
三
ー
二
、
方
城
町
四
ー
 

一
と
適
破
し
、
ホ
ッ
と
一
息
し
た
と
こ
 

ろ
を
添
田
町
に
ニ
ー
三
と
負
け
越
し
、
 

A
リ
ー
グ
戦
総
合
成
績
十
勝
＋
敗
の
五
 

分
で
辛
く
も
二
位
と
な
り
、
B
リ
ー
グ
 

ニ
位
チ
ー
ム
の
大
任
町
と
の
三
位
決
定
 

戦
と
な
る
。
 

対
大
任
町
戦
で
は
四
人
を
終
了
し
た
 

と
こ
ろ
で
二
勝
二
敗
で
残
る
は
あ
ど
一
 

価
 

n 

人
、
相
方
共
責
任
を
感
じ
る
重
圧
に
加
 

え
て
秒
読
み
に
も
追
わ
れ
手
に
汗
を
握
 

る
熱
戦
と
な
っ
た
が
、
粘
る
相
手
を
遂
 

に
振
切
っ
て
三
位
決
定
と
な
る
。
 

参
加
者
工
甲
、
五
段
八
名
、
四
段
以
上
 

二
名
を
持
つ
チ
ー
ム
が
五
、
と
い
う
中
 

で
の
三
位
は
よ
く
頑
張
っ
た
と
い
え
る
 

が
、
本
町
全
体
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
と
い
 

う
課
題
も
あ
わ
せ
て
三
位
を
持
ち
帰
る
 

結
果
と
な
っ
た
。
な
お
四
位
ま
で
の
戦
 

績
結
果
は
次
の
と
お
り
。
 

一
位
 

川
崎
町
 

二
位
 
赤
 
村
 

三
位
 
赤
池
町
 

四
位
 
大
任
町
 

赤
池
町
 

四
位
 
大
任
町
 

俳 

句 

赤

池

町

公

民

館

句

会

 

人
間
は
物
質
が
満
さ
れ
る
だ
け
で
は
、
 

な
か
な
か
永
い
人
生
を
生
き
貫
い
て
行
 

く
の
は
大
変
で
す
。
 

、

（

?

 

孤ノ／ つ
 

ゲ
 
、ーJ 

火
災
が
発
生
し
や
す
く
、
ま
た
季
節
 

風
等
に
よ
り
大
火
に
な
り
や
す
い
時
期
 

を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
火
災
防
止
及
び
 

火
災
に
よ
る
死
傷
者
の
発
生
を
防
止
す
 

る
た
め
、
今
年
も
「
全
国
い
っ
せ
い
に
 

春
季
火
災
予
防
運
動
が
、
ニ
月
二
十
八
 

日
か
ら
三
月
十
三
日
ま
で
展
開
さ
れ
ま
 

す
。
」
 

ご
家
庭
や
学
校
、
職
場
で
も
次
の
よ
 

う
な
防
火
点
検
を
実
施
し
、
町
内
か
ら
 

火
災
を
追
放
し
ま
し
ょ
う
。
 

＠
家
庭
で
火
災
予
防
に
つ
い
て
話
し
合
 

い
ま
し
ょ
う
。
 

①
た
ば
こ
の
投
げ
捨
て
と
寝
た
ば
こ
 

の
防
止
 

②
暖
房
器
具
や
ガ
ス
コ
ン
ロ
の
正
し
 

い
使
用
 

③
就
寝
前
や
外
出
前
の
火
の
元
点
検
 

の
徹
底
 

④
消
火
用
具
や
消
火
用
水
の
備
え
付
 

け
 

⑤
火
遊
び
の
禁
止
と
た
き
火
の
際
の
 

安
全
確
認
 

⑥
火
災
の
際
の
消
火
活
動
や
避
難
方
 

法
の
周
知
徹
底
 

⑥
学
校
や
職
場
で
火
災
予
防
に
つ
い
て
 

話
し
合
お
う
。
 

や
は
り
心
を
し
っ
か
り
と
支
え
て
く
 

れ
る
も
の
が
必
要
の
よ
う
で
す
。
と
り
 

わ
け
自
ら
の
手
で
も
の
を
創
造
す
る
手
 

段
を
持
つ
こ
と
は
、
生
甲
斐
と
し
て
有
 

効
な
方
法
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
 

中
で
も
陶
芸
家
は
羨
ま
し
い
限
り
で
 

す
。
俳
人
も
さ
さ
や
か
な
が
ら
作
句
す
 

る
こ
と
で
生
き
る
支
え
に
し
て
い
る
。
 

只
、
俳
句
は
三
年
位
み
っ
ち
リ
と
や
ら
 

な
い
と
俳
誌
に
机
（
一
 

で
き
る
レ
ベ
ル
に
 

な
ら
な
い
と
い
う
点
が
馴
染
み
に
く
い
 

と
言
え
ば
言
え
る
。
 

〔選 

者
 
吟〕 

残
り
た
る
四
五
人
だ
け
の
焚
火
か
な
 

天
留
翁
 

壇
用
の
通
す
が
ら
な
る
犬
ふ
ぐ
り
 

春
 
翁
 

隙
間
風
心
し
だ
い
に
尖
り
く
る
 

園
 
女
 

降
る
雨
に
待
春
の
色
あ
り
に
け
り
 

て
い
子
 

人
走
る
方
へ
走
り
て
昼
の
火
事
 

桜
ン
坊
 

開
く
音
閉
ず
音
冴
ゆ
る
舞
扇
 昭

 
女
 

日
脚
伸
ぶ
雨
の
明
る
さ
あ
る
こ
と
も
 

は
る
の
女
 

か
き
廻
す
水
も
ろ
共
に
餅
す
く
う
 

加
す
美
 

苔
色
を
深
め
つ
つ
あ
り
福
寿
草
 

駒
 
女
 

千
鳥
の
洲
こ
こ
ら
防
塁
鉦
な
り
し
 

一 

歩
 

初
心
の
方
歓
迎
、
十
区
公
民
館
で
毎
週
 

木
曜
夜
七
時
よ
り
行
な
っ
て
い
ま
す
。
 

①
火
災
予
防
に
関
す
る
知
識
の
普
及
 

②
消
防
用
設
備
等
の
設
置
と
点
検
・
 

整
備
の
完
全
実
施
 

③
消
防
計
画
等
の
周
知
徹
底
と
訓
練
 

の
実
施
 

④
避
難
路
の
安
全
確
保
 

⑤
火
気
使
用
場
所
の
整
理
・
整
と
ん
 

及
び
防
災
カ
ー
テ
ン
使
用
等
に
よ
 

る
出
火
の
防
止
 

＠
林
野
火
災
や
車
両
火
災
の
子
防
に
つ
 

い
て
話
し
合
お
う
。
 

廿
早
く
見
つ
け
て
 

早
く
知
ら
せ
 

早
く
消
す
を
モ
 

火
事
を
見
つ
け
た
ら
 

く
．
し
 

生
活
の
一
部
 

火
の
も
と
 

点
検
 

出
る
時
 

寝
る
時
 

全
に
は
念
を
 

ツ
ト
ー
に
n
 

ま
ず
一
一
九
番
 

「
フ
ァ
III
リ
ー
」
一
一
月
例
会
 

二
月
十
日
午
後
七
時
か
ら
町
民
会
館
 

に
お
い
て
、
写
真
同
好
者
十
名
が
出
席
 

し
例
会
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。
 

今
月
は
カ
ラ
ー
作
品
の
み
で
七
十
四
 

点
が
出
品
さ
れ
合
評
し
た
。
先
月
に
続
 

き
カ
ラ
ー
に
優
秀
な
も
の
が
多
く
見
ら
 

れ
た
。
 

優
秀
作
品
は
次
の
と
お
り
。
 

一
席
「
紋
様
」
 

桑
野
 
博
明
 

二
席
「
残
雪
」
 

桑
野
 
博
明
 

111
席
「
魚
」
 

三
宅
 
嘉一 

四
席
「
廃
水
」
 

太
田
 
勝
正
 

五
席
「
タ
日
」
 

加
治
 
近
久
 

※
こ
の
写
真
同
好
会
に
加
入
希
望
の
方
 

は
、
御
気
軽
に
申
し
出
て
下
さ
い
。
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ふ
と
し
た
行
き
づ
り
で
親
切
に
し
て
 

て
く
れ
、
そ
の
ま
ま
何
も
 

”
も
ら
っ
た
こ
と
が
忘
れ
ら
れ
ず
、
是
非
 

り
に
走
り
去
っ
て
行
き
ま
 

”
一
言
そ
の
人
に
お
礼
が
い
い
た
い
と
、
 

こ
の
ち
ょ
っ
と
し
た
親
 

（
そ
し
て
、
こ
の
こ
と
を
町
広
報
紙
に
登
 

り
の
私
に
は
と
て
も
嬉
し
 

（
載
し
て
ほ
し
い
と
い
う
、
そ
の
人
赤
池
 

の
青
年
に
し
て
は
珍
し
く
 

”
町
昭
和
町
無
職
、
荒
木
ユ
ク
ノ
さ
ん
（
 

と
感
心
し
ま
し
た
。
そ
れ
 

（
八
十
二
歳
）
で
す
。
 

し
て
も
こ
の
青
年
に
逢
っ
 

＼
 

去
る
二
月
五
日
（
土
）
午
後
五
時
三
 

が
い
い
た
く
て
、
そ
れ
か
 

《
十
分
頃
、
毎
月
五
日
に
金
田
町
で
行
っ
 

か
か
り
い
ろ
い
ろ
尋
ね
て
 

イ
 ？

て
い
る
昔
の
学
校
時
代
の
友
人
会
の
帰
 

に
も
町
内
の
人
で
し
た
の
 

（
り
に
、
金
田
駅
よ
り
一
人
で
バ
ス
に
乗
 

こ
と
が
で
き
ま
し
た
o
 

《
車
し
赤
池
新
橋
で
降
り
る
時
の
こ
と
で
 

こ
の
青
年
は
貴
船
に
住
 

”
し
た
o
 

福
田
重
正
さ
ん
の
長
男
で
 

（
 

こ
の
日
は
朝
か
ら
寒
さ
が
き
び
し
く
 

校
へ
通
っ
て
い
る
泰
助
さ
 

（
昼
か
ら
は
大
雪
と
な
り
、
バ
ス
か
ら
降
 

）
と
わ
か
り
、
早
速
お
礼
 

（
り
る
時
に
は
も
う
雪
が
積
も
り
、
足
場
 

た
が
、
今
高
校
二
年
生
と
 

（
も
悪
く
年
よ
り
の
足
で
は
バ
ス
停
横
の
 

時
期
で
も
あ
る
し
、
勉
強
 

？
坂
道
は
危
険
な
状
態
で
し
た
が
、
一
人
 

く
本
人
に
は
逢
う
こ
と
が
 

叫
 ？

の
青
年
が
私
を
か
か
え
る
よ
う
に
し
て
 

で
し
た
が
、
本
当
に
こ
れ
 

イ
 中

バ
ス
か
ら
降
ろ
し
て
く
れ
ま
し
た
。
坂
 

や
さ
し
い
親
切
な
気
持
を
 4

 

一
 

い
わ
ず
小
走
‘
「
 

ト
 

した。 

」

 

切
心
が
年
よ
《
 

く
、
今
ど
き
（
 

親
切
な
人
だ
（
 

か
ら
は
ど
う
《
 

て
一
言
お
礼
《
 

ら
二
、
三
日
 
（
 

廻
り
、
幸
い
 
」
 

で
捜
し
出
す
」
 

」
 

む
高
校
生
で
《
 

ト
 

、
西
田
川
高
＼
 

ん
（
十
七
歳
《
 

に
行
き
ま
し
《
 

一
番
大
事
な
」
 

で
帰
り
も
遅
（
 

で
き
ま
せ
ん
』
 

か
ら
も
そ
の
 
」
 

な
く
さ
ず
、
 

＋
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学
 
校
 
給
 
食
 
の
 
あ
 
ゆ
 
み
 
囚
 

最
近
の
学
校
給
食
 
最
終
回
 

麗
 

世
界
で
も
す
ぐ
れ
た
味
覚
を
持
つ
と
 

言
わ
れ
る
日
本
人
が
、
永
年
食
べ
馴
れ
 

て
き
た
米
飯
と
、
そ
の
お
か
ず
の
殻
を
 

破
っ
た
の
が
学
校
給
食
の
パ
ン
食
の
お
 

か
ず
で
あ
り
ま
す
。
 

成
長
期
の
子
供
た
ち
の
昼
食
と
し
て
 

の
集
団
給
食
を
、
給
食
費
や
設
備
の
制
 

限
を
受
け
な
が
ら
お
い
し
ぐ
楽
し
い
も
 

の
に
努
力
す
る
の
は
あ
た
り
ま
え
で
あ
 

り
ま
す
。
 

食
べ
る
側
に
選
択
性
の
な
い
給
食
、
 

そ
の
上
、
小
学
校
で
は
幼
児
期
を
抜
け
 

で
た
ば
か
り
の
一
・
年
生
か
ら
思
春
期
に
 

入
る
六
年
生
、
中
学
生
ま
で
発
達
段
階
 

の
違
う
子
供
が
対
象
で
あ
る
む
ず
か
し
 

さ
も
格
別
で
す
。
献
立
や
調
理
に
は
こ
 

れ
で
満
足
だ
と
か
、
こ
れ
が
一
番
良
い
 

方
法
や
組
合
わ
せ
と
い
う
こ
と
は
無
く
、
 

無
限
で
あ
り
ま
す
。
 

現
在
の
社
会
情
勢
の
変
化
は
激
し
く
 

食
生
活
は
噌
好
性
は
高
く
な
る
一
方
で
 

す
。
学
校
給
食
も
従
来
の
考
え
方
を
か
 

え
て
、
新
し
い
も
の
を
ど
ん
ど
ん
取
り
 

入
れ
る
こ
と
は
勿
論
で
あ
り
ま
す
。
甘
 

味
も
辛
味
も
受
け
入
れ
る
側
の
舌
が
か
 

わ
っ
て
き
ま
し
た
。
又
、
生
物
絶
体
禁
 

物
で
あ
り
ま
し
た
が
、
生
野
菜
等
も
ふ
 

ん
だ
ん
に
取
り
入
れ
る
様
に
な
り
ま
し
 

た。 
し
か
し
、
献
立
は
学
校
給
食
基
準
に
 

そ
っ
て
組
み
立
て
ら
れ
て
お
り
、
栄
養
 

の
バ
ラ
ン
ス
を
く
ず
す
こ
と
は
で
き
ま
 

せ
ん
が
、
一
食
一
食
で
な
く
て
も
ー
ケ
 

月
く
ら
い
を
通
算
し
た
栄
養
の
バ
ラ
ン
 

ス
を
取
り
入
れ
る
な
ら
ば
、
も
っ
と
カ
 

ラ
フ
ル
な
も
の
が
で
き
る
の
で
は
な
い
 

か
と
思
え
ま
す
。
 

給
食
が
ど
れ
ほ
ど
受
け
入
れ
て
い
る
 

か
を
知
る
に
は
、
各
学
校
の
給
食
主
任
 

に
よ
っ
て
知
る
事
も
あ
り
ま
す
が
、
や
 

は
り
残
飯
、
残
薬
は
そ
れ
を
物
語
り
ま
 

す
。
こ
の
現
実
は
児
童
・
生
徒
の
抵
抗
 

で
あ
り
、
批
判
で
も
あ
り
ま
す
。
 

素
直
に
受
け
入
れ
改
良
改
善
し
、
い
 

か
に
す
れ
ば
口
に
し
て
も
ら
え
る
か
を
 

考
え
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。
食
べ
て
 

も
ら
っ
て
か
ら
の
栄
養
価
で
あ
り
、
教
 

育
の
一
環
で
も
あ
り
・
ま
す
。
そ
し
て
将
 

来
、
給
食
の
よ
う
な
日
常
食
を
摂
る
こ
 

と
を
好
む
よ
う
に
な
っ
て
く
れ
れ
ば
と
 

願
っ
の
で
す
。
 

お
 
わ
 
り
 

⑥
お
知
ら
せ
 

永
い
間
、
学
校
給
食
の
あ
ゆ
み
を
登
 

載
し
て
き
ま
し
た
が
、
今
回
を
も
っ
て
 

終
ら
せ
て
頂
き
ま
す
。
 

+
 
+
 

叫
 

・ 

ー 

‘ 

＋
道
で
も
肩
を
か
し
て
私
を
家
ま
で
送
っ
 

頑
張
っ
て
下
さ
い
。
 

（ 

小
さ
な
親
切
が
 

（ 

が
お
年
よ
り
の
胸
を
う
つ
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つ国 保 の 

ノノ、 

、 

保険証の正しい使いかた 

●
確
認
し
ょ
う
 

保
険
証
を
受
け
取
っ
た
ら
、
記
入
も
れ
や
、
 

記
入
違
い
が
な
い
か
、
ま
た
、
す
で
に
国
保
 

を
や
め
た
人
が
記
入
さ
れ
て
い
な
い
か
確
認
 

し
ま
し
ょ
、
フ
。
 

●
顔
パ
ス
は
や
め
ま
し
ょ
う
 

お
医
者
に
か
か
る
と
き
は
、
か
な
ら
ず
保
 

険
証
を
窓
口
へ
提
出
し
ま
し
ょ
う
。
た
と
え
 

顔
見
知
リ
で
も
、
保
険
証
が
な
け
れ
ば
国
保
 

の
診
療
は
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。
 

●
か
な
ら
ず
手
元
へ
 

治
療
が
す
ん
だ
ら
か
な
ら
ず
保
険
証
は
返
 

し
て
も
ら
い
ま
し
ょ
う
。
預
け
ぱ
な
し
は
保
 

険
証
を
な
く
し
た
り
し
て
事
故
の
も
と
と
な
 

り
ま
す
。
 

●
か
な
ら
ず
届
出
を
 

会
社
に
入
っ
た
り
、
他
地
区
に
転
出
す
る
 

と
き
は
か
な
ら
ず
国
保
窓
口
へ
届
け
出
て
、
 

保
険
証
を
返
し
て
く
だ
さ
い
。
 

、
ソ
 

、
A

「 

、

ノ

 

●
勝
手
に
訂
正
し
て
は
い
け
な
い
 

も
し
、
記
入
事
項
に
間
違
い
が
あ
っ
た
ら
、
 

自
分
で
訂
正
し
な
い
で
国
保
窓
ロ
ま
で
申
し
 

出
て
く
だ
さ
い
。
勝
手
に
な
お
す
と
保
険
証
 

は
無
効
と
な
り
ま
す
の
で
注
意
し
ま
し
ょ
う
。
 

●
保
険
証
が
使
え
な
い
と
き
 

0
健
康
診
断
を
目
的
と
し
た
診
察
や
検
 

査
 

●
予
防
注
射
 

O

正
常
な
妊
娠
や
分
娩
 

O
美
容
の
た
め
の
整
形
手
術
 

0
歯
な
ら
び
を
な
お
す
（
歯
列
矯
正
）
 

な
お
、
犯
罪
を
お
か
し
た
と
き
、
け
 

ん
か
や
酔
っ
ぱ
ら
っ
た
と
き
な
ど
の
け
 

が
や
病
気
は
給
付
が
制
限
さ
れ
ま
す
。
 

一

 

税
務
課
だ
よ
り
 

固
定
資
産
税
台
帳
 

の
縦
覧
に
つ
い
て
 

昭
和
五
十
二
年
度
固
定
資
産
課
税
台
 

帳
を
地
方
税
法
第
四
一
五
条
の
規
定
に
 

よ
リ
、
次
の
と
お
り
関
係
者
に
縦
覧
に
 

供
し
ま
す
。
 

▽
期
日
 

三
月
一
日
か
ら
二
十
日
ま
で
 

▽
時
間
 
午
前
八
時
三
十
分
ー
午
後
四
 

時
三
十
分
ま
で
 

但
し
日
曜
、
祭
日
は
除
き
ま
す
。
又
 

土
曜
日
は
十
二
時
十
五
分
ま
で
と
し
ま
 

す。 ▽
場
所
 
赤
池
町
役
場
税
務
課
 

同
昭
和
五
十
】
年
中
（
一
月
一
日
か
 

ら
十
二
月
三
十
】
日
ま
で
）
家
屋
を
新
 

築
、
増
改
築
し
た
人
、
又
は
土
地
を
購
 

入
し
た
人
、
旧
炭
坑
地
区
の
人
で
明
治
 

鉱
業
株
式
会
社
よ
り
土
地
、
家
屋
の
所
 

有
権
移
転
が
出
来
た
人
は
自
分
の
固
定
 

資
産
評
価
額
が
ど
う
な
っ
て
い
る
か
、
 

又
固
定
資
産
税
が
い
く
ら
課
税
さ
れ
る
 

か
、
不
安
の
方
が
お
ら
れ
る
と
思
い
ま
 

す
。
そ
の
た
め
関
係
者
に
課
税
台
帳
の
 

縦
覧
が
出
来
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。
 

縦
覧
の
際
、
自
分
の
固
定
資
産
評
価
 

額
に
異
議
の
あ
る
方
は
、
異
議
の
申
し
 

立
て
を
す
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。
 

v
末
 

W
木
 

W
末
‘
・
W
末
 

W
末
 

W
末
 

v
一 

り
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ノ、 

募 

集 

職
業
訓
練
生
の
募
集
 

県
立
直
方
専
修
職
業
訓
練
校
で
は
、
 

昭
和
五
十
二
年
度
の
職
業
訓
練
生
を
次
 

の
と
お
り
募
集
し
て
い
ま
す
。
 

▽
訓
練
科
目
（
訓
練
期
間
ー
ケ
年
）
 

機
械
第
一
科
 

二
十
名
 
男
女
 

機
械
第
二
科
 

十
 
名
 

溶
 
接
 
科
 

十
 
名
 

"
 

ク
 

鋳
 
造
 
科
 

」
干
名
 

” 

製
か
ん
溶
接
科
 
三
十
名
 

ガ 

金
属
プ
レ
ス
科
 
三
十
名
 

万 

（
六
ケ
月
）
 

▽
応
募
資
格
 

求
職
者
、
転
職
希
望
者
等
で
義
務
教
 

育
終
了
程
度
の
学
力
タ
着
“
し
、
当
該
 

職
種
に
適
す
る
と
認
め
ら
れ
る
者
。
 

▽
募
集
期
間
 

昭
和
五
十
二
年
三
月
十
五
日
ま
で
。
 

＠
定
時
制
 

▽
訓
練
科
目
（
夜
間
六
ケ
月
）
 

溶
 
接
 
科
 

三
十
名
 
男
 

、

j

 

▽
応
募
資
格
 

・ 

・、
」 

義
務
教
育
程
度
の
学
カ
を
有
し
、
こ
．
‘
 

の
職
種
に
適
し
た
者
 

▽
募
集
期
間
 

昭
和
五
十
二
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
 

▽
申
込
先
・
問
合
わ
せ
 

最
寄
り
の
公
共
職
業
安
定
所
又
は
直
 

方
専
修
職
業
訓
練
校
 

電
話
〇
九
四
九
ニ
ー
②
ー
一
七
二
一
 

高
等
学
校
通
信
制
の
 

入
学
生
募
集
 

県
立
修
猷
館
局
等
学
校
で
は
、
昭
和
 

五
十
二
年
度
の
入
学
生
（
通
信
制
）
を
 

募
集
し
て
い
ま
す
。
 

▽
入
学
資
格
 

中
学
校
卒
業
者
で
県
内
に
住
ん
で
い
 

る
人
。
年
令
、
性
別
、
そ
の
他
の
制
 

限
は
あ
り
ま
せ
ん
。
平
均
年
令
二
十
 

七
歳
で
六
十
歳
以
上
の
人
も
在
学
し
 

て
い
ま
す
。
 

▽
学
費
（
年
額
）
 

県
納
金
・
校
納
金
合
わ
せ
て
約
一
万
 

円
程
度
。
 

▽
願
書
受
付
 

四
月
一
日
よ
り
四
月
十
五
日
ま
で
。
 

▽
問
合
わ
せ
 

県
立
修
猷
館
高
等
学
校
通
信
制
 

電
話
〇
九
ニ
ー
八
四
一
ー
三
八
二
一
一
 

防
犯
ポ
ス
タ
ー
の
募
集
 

県
防
犯
協
会
連
合
会
及
び
田
川
防
犯
 

協
会
連
合
会
で
は
、
県
民
に
対
す
る
防
 

犯
意
識
の
高
揚
を
は
か
り
、
あ
わ
せ
て
 

防
犯
広
報
の
資
と
す
る
た
め
次
の
と
お
 

り
防
犯
ポ
ス
タ
ー
の
懸
賞
募
集
を
行
な
 

い
ま
す
。
 

▽
課
 
題
 

防
犯
活
動
の
広
報
に
利
用
で
き
る
も
 

の
で
、
暴
力
の
追
放
・
あ
き
巣
ね
ら
 

い
・
性
犯
罪
の
防
止
・
年
末
年
始
の
 

防
犯
（
ゆ
く
年
く
る
年
み
ん
な
で
防
 

犯
の
標
語
入
り
）
内
容
と
す
る
。
 

▽
規
 
格
 

B
2
版
（
五
一
五
ミ
リ
×
七
ニ
八
ミ
 

リ
）
の
画
用
紙
で
、
五
色
以
内
と
す
 

る
。
使
用
す
る
字
句
は
自
由
。
 

▽
資
 
格
 

福
岡
県
内
に
居
住
ま
た
は
勤
務
す
る
 

者
に
限
る
。
 

▽
締
切
り
 

昭
和
五
十
二
年
三
月
十
日
 

▽
送
り
先
 

福
岡
市
中
央
区
天
神
一
丁
目
一
ー
一
 

福
岡
県
警
察
本
部
内
福
岡
県
防
犯
協
 

会
連
合
会
 

▽
表
 
彰
 

一
席
 

一点 

賞
状
 
賞
金
三
万
円
 

二
席
 
三
点
 

ガ 

r 
一
万
円
 

三
席
 
五
点
 

r 

ガ 
ニ
千
円
 

佳
作
 
十
点
 

各
記
念
品
 

〔参 

考〕 

ひ
と
の
子
も
わ
が
子
と
同
じ
思
い
や
り
 

暴
力
に
負
け
ぬ
勇
気
の
一
一
〇
番
 

近
く
て
も
避
け
て
帰
ろ
う
暗
い
道
 

親
と
子
の
対
話
で
つ
み
と
れ
非
行
の
芽
 

戸
締
り
に
用
心
の
鍵
も
う
ー
つ
 

l 

東
京
田
川
学
舎
 

入
学
生
の
募
集
 

財
団
法
人
育
英
会
運
営
の
東
京
田
川
 

学
舎
で
は
、
昭
和
五
十
二
年
度
の
入
舎
 

生
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
 

▽
入
舎
資
格
 

田
川
市
郡
在
住
者
の
子
弟
 

▽
定
員
 
十
七
名
 

▽
舎
費
 
月
額
 
五
千
円
 

▽
食
費
 
月
額
 
八
千
五
百
円
 

▽
募
集
期
間
 
三
月
二
十
日
ま
で
 

▽
申
込
み
・
問
合
わ
せ
先
 

田
川
市
役
所
内
田
川
市
教
育
委
員
会
 

電
話
〇
九
四
七
四
ー
四
ー
二
〇
〇
〇
 

ク
バ
 
ド
ミ
ン
ト
ン
ク
 

愛
好
者
募
集
 

あ
な
た
も
体
力
の
限
界
に
挑
戦
し
て
 

み
ま
せ
ん
か
。
 

赤
池
町
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
同
好
会
で
は
 

J
 

毎
週
、
町
民
会
館
に
で
練
習
を
し
て
居
 

リ
ま
す
。
参
加
資
格
は
小
学
生
以
上
の
 

方
で
あ
れ
ば
、
ど
な
た
で
も
参
加
出
来
 

ま
す
。
肥
満
体
で
お
困
り
の
方
に
は
、
 

特
に
お
す
す
め
し
た
い
ス
ポ
ー
ツ
で
す
。
 

▽
練
習
日
 
毎
週
水
曜
、
夜
八
時
よ
り
 

及
び
第
二
、
第
四
土
曜
の
夜
 

七
時
よ
り
 

▽
会
費
 

ー
ケ
月
 

二
〇
〇
円
 

▽
連
絡
先
 
赤
池
町
公
民
館
 
T
E
L
 

四
一
〇
〇
、
又
は
県
営
伏
原
 

大
村
 
寛
あ
て
 

T
E
L
 

四
一
一
】
九
ま
で
 

ク
大
口
募
金
で
目
標
達
成
ク
 

昭
和
五
十
一
」
止
山
＼
共
同
募
金
は
住
民
 

の
皆
様
の
絶
大
な
る
御
協
力
の
も
と
に
 

赤
池
町
の
目
標
額
が
達
成
さ
れ
ま
し
た
。
 

③
目
標
額
 
五
七
〇
、
八
〇
〇
円
 

③
募
金
額
 
六
六
六
、
〇
六
六
円
 

（
達
成
率
 

】
ニ
ハ
パ
ー
セ
ン
ト
）
 

な
お
、
こ
の
う
ち
大
口
募
金
者
は
、
 

o
赤
池
町
建
設
業
組
合
 
二
十
万
円
 

o
赤
池
町
建
設
業
協
同
組
合
五
万
円
 

こ
の
募
金
額
の
約
八
十
パ
ー
セ
ン
ト
が
 

赤
池
町
社
会
福
祉
協
議
会
を
通
じ
配
分
 

さ
れ
ま
す
。
 

皆
様
方
の
尊
い
御
芳
志
を
充
分
に
活
 

か
し
て
、
福
祉
増
進
に
貢
献
い
た
す
所
 

存
で
す
。
紙
上
を
お
借
リ
し
ま
し
て
厚
 

く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
 

共
同
募
金
会
赤
池
町
分
会
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、
 

市
津
は
以
前
、
市
の
津
と
よ
び
、
千
 

石
村
と
い
っ
て
年
貢
米
が
千
石
な
ら
】
一
 

千
五
百
で
す
が
、
そ
れ
だ
け
を
集
め
て
 

小
笠
原
公
の
お
蔵
に
こ
れ
を
納
め
て
い
 

た
。
そ
の
米
を
積
み
出
す
の
が
蔵
元
と
 

聞
い
て
い
ま
す
が
、
小
笠
原
公
の
藩
米
 

を
蔵
元
が
船
に
積
ん
で
出
し
て
い
た
と
 

と
こ
ろ
で
寺
ケ
浦
に
ち
ょ
っ
と
し
た
 

す
。
先
祖
は
寺
ケ
浦
と
名
づ
け
た
の
は
、
 

そ
の
奥
に
寺
が
あ
り
、
そ
の
裏
だ
っ
た
 

の
で
、
寺
ケ
浦
と
名
づ
け
た
の
だ
と
聞
 

い
て
い
ま
す
。
そ
の
“
ほ
こ
ら
）
と
い
 

う
の
は
「
す
い
じ
ん
山
」
 
に
あ
る
と
か
 

。
あ
れ
は
丹
波
ケ
浦
の
池
の
こ
 

っ
ち
に
山
が
あ
り
ま
す
が
、
子
供
の
頃
 

た
き
も
の
切
リ
や
な
ん
か
で
山
に
行
っ
 

た
時
、
そ
の
“
ほ
こ
ら
4

を
見
た
こ
と
 

縁
仏
に
つ
い
て
も
少
し
話
が
あ
り
ま
す
。
 

話
は
私
た
ち
が
子
供
の
頃
で
し
た
が
、
 

市
場
小
学
校
に
は
女
の
先
生
が
便
所
に
 

行
く
と
青
坊
主
が
出
た
と
か
、
何
と
か
 

で
田
川
中
の
評
判
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。
 

学
校
の
校
長
も
三
人
続
け
て
亡
な
っ
た
 

り
し
て
大
変
で
し
た
。
こ
う
い
う
こ
と
 

が
あ
っ
て
、
学
校
の
真
正
面
に
大
き
な
 

岩
が
ニ
つ
あ
っ
た
の
で
、
私
た
ち
は
そ
 

郷
土
の
昔
ば
な
し
い
ろ
い
ろ
 

廿
市
場
地
区
編
n
 

ク
・
ほ
こ
ら
4

が
祭
っ
て
あ
り
ま
す
が
、
 

あ
れ
は
地
蔵
様
を
祭
っ
て
い
る
の
で
す
。
 

寺
ケ
浦
と
い
う
名
前
は
「
し
ょ
う
れ
ん
 

寺」 

の
先
祖
が
あ
そ
こ
に
い
て
、
そ
し
 

て
「
な
が
わ
」
と
よ
ん
で
い
た
。
 

と
い
う
こ
と
は
、
市
場
は
長
谷
川
姓
 

が
多
い
の
で
、
お
寺
が
同
じ
長
谷
川
じ
 

ゃ
格
好
が
悪
い
と
い
っ
て
中
の
 
「せ」 

を
の
け
て
「
な
が
わ
」
と
よ
ん
で
い
た
。
 

門
徒
が
伊
方
に
三
十
軒
ほ
ど
あ
り
ま
 

が
あ
り
ま
し
た
。
 

そ
の
時
の
関
係
で
、
切
寄
の
話
も
あ
 

り
ま
す
。
 

戦
国
時
代
に
こ
こ
で
切
り
あ
い
が
あ
 

っ
た
の
で
し
ょ
う
。
今
の
中
学
校
前
の
 

あ
の
山
か
ら
近
頃
ま
で
刀
や
な
ん
か
出
 

よ
っ
た
で
す
ね
。
お
そ
ら
く
こ
の
切
寄
 

が
戦
場
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
。
戦
場
だ
 

っ
た
と
い
え
ば
こ
の
頃
、
沢
山
の
人
た
 

ち
が
亡
な
っ
た
こ
と
で
し
ょ
う
が
、
無
 

の
石
を
と
っ
て
無
縁
供
養
塔
を
作
っ
た
 

と
、
こ
う
い
う
こ
と
で
す
。
そ
の
岩
は
 

岩
谷
と
い
っ
て
い
ま
し
た
。
 

そ
れ
か
ら
昔
の
偉
人
で
松
岡
り
く
平
 

さ
ん
と
い
う
人
が
い
て
、
こ
の
人
は
豊
 

郡
の
大
将
で
し
た
が
、
そ
の
人
が
来
る
 

と
喧
嘩
が
す
ぐ
お
さ
ま
っ
た
と
い
う
ほ
 

ど
で
し
た
。
生
ま
れ
は
市
津
の
人
で
し
 

た
が
、
こ
の
人
の
葬
式
は
猿
田
の
川
端
 

で
行
な
わ
れ
、
花
火
が
上
が
り
ま
し
た
。
 

ち
ょ
っ
と
ひ
と
こ
と
 

つ
み
く
さ
の
す
す
め
ノ
 

三
月
に
な
る
と
、
土
の
上
に
は
、
み
 

ず
み
ず
し
い
緑
色
の
野
草
が
萌
え
出
し
 

ま
す
。
ふ
き
の
と
う
を
は
じ
め
、
は
こ
 

べ
、
せ
リ
、
ぜ
ん
ま
い
、
の
び
る
、
い
 

た
ど
り
…
…
。
好
天
の
日
に
は
、
み
な
 

さ
ん
で
外
に
出
か
け
て
、
摘
み
草
を
愉
 

し
み
な
が
ら
紫
外
線
を
吸
収
し
、
健
康
 

を
増
進
さ
せ
る
と
共
に
、
タ
げ
の
食
卓
 

に
野
趣
豊
か
な
春
の
香
の
お
料
理
を
楽
 

し
ん
で
は
い
か
が
で
し
ょ
う
。
ビ
ニ
ー
 

ル
栽
培
に
は
無
い
、
葉
緑
素
や
ビ
タ
ミ
 

ン
群
な
ど
を
多
量
に
含
ん
で
い
ま
す
。
 

、 

‘ × 

エンゼルクイズ 

【第7回出題】 

エンゼルは天使のつかいです 

あなたに幸ありますよう・・・・・・ 

〔問 題〕 

1、文化勲章にテザインされている植物とは？ 

④きく ⑧さくら ⑥たちばな 

2 、ニワトリの卵は、ふつう何日て冨、化する？ 

④ 11日間 （E)21日間 ＠)31日間 

3 、香辛料のペッパ＝・とは？ 

④こしょう ⑧赤とうがらし ⑥しようが 

4 、かんぴょうの主原料は？ 

④タがお ⑧昼がお ⑥朝がお 

5 、電報を電話で打つとき、電話番号は何番 

? 

④i 0 5番 ⑧115番 ⑥125番 

腕募の要領〕 

正解のABCいづれかの記号を官製ハガキ 

師ひ、のうえ、3月18日までに赤池町役場総 

務課文書広報ェンセツレクイズ係までお送り下 

さい。なお住所、氏名を明記して下さい。 

抽せんで正解者3名様に記念品を贈ります。 

ン例 問題lB 問題2A 問題3C 

【第六回の解答】 

1 ⑥ 2 ⑧ 3 ④ ⑧
 

に
J
 ⑧

 
4
' 

【正解者】 

今回の応募総数17通のうち、正解は2通で 

’ した。よって次の2名の方に記念品を贈りま 

ノす。 
レ古賀 知子 （大字赤池） 

レ古賀 定 （大字赤池） 

十
分
間
の
い
ね
む
り
が
 

睡
眠
不
足
を
解
消
 

冬
で
も
、
暖
房
の
き
い
た
電
車
の
中
 

な
ど
で
、
男
女
を
と
わ
ず
い
ね
む
り
を
 

し
て
い
る
人
を
よ
く
見
か
け
ま
す
が
、
 

昔
か
ら
い
ね
む
り
の
十
分
間
は
夜
の
眠
 

り
の
一
時
間
に
も
匹
敵
す
る
な
ど
と
も
 

い
わ
れ
、
事
実
、
ス
ー
ッ
と
目
が
さ
め
 

た
と
き
、
奇
妙
に
疲
れ
が
と
れ
て
い
る
 

よ
う
な
気
が
す
る
も
の
で
す
。
日
ご
ろ
 

非
常
に
多
忙
な
政
治
家
や
芸
能
人
で
、
 

一
日
に
平
均
四
ー
五
時
間
し
か
眠
ら
な
 

く
て
、
よ
く
生
き
て
い
る
と
思
わ
れ
る
 

人
た
ち
が
い
ま
す
が
、
彼
ら
の
多
く
は
、
 

車
の
中
な
ど
で
、
折
さ
え
あ
れ
ば
う
と
 

う
と
と
し
て
、
な
し
く
ず
し
に
睡
眠
を
 

と
っ
て
い
る
の
で
す
。
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ン
 

と
し
て
は
、
前
夜
の
睡
眠
不
足
や
、
こ
 

と
に
夏
場
な
ん
か
の
活
動
力
低
下
を
カ
 

バ
ー
す
る
た
め
、
せ
め
て
ラ
ン
チ
タ
イ
 

ム
や
食
後
の
休
憩
時
間
に
い
ね
む
り
に
 

は
げ
み
た
い
も
の
で
す
。
 


